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第
34
回
を
迎
え
た
中
野
市
婦
人
の
つ
ど
い
が
12

月
6
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
中
野
哲
良
（
せ
ん
ぜ
も
ん
）
さ
ん
を
迎

え
、「
せ
ん
ぜ
も
ん
　
一
人
劇
場
　
師
走
の
宴
」

と
題
し
、
神
楽
舞
・
と
り
さ
し
舞
の
ほ
か
、
参
加

者
と
一
緒
に
民
謡
「
壁
ぬ
り
甚
句
」
を
踊
っ
た
り
、

三
味
線
の
伴
奏
で
、
秋
田
県
民
謡
「
花
笠
音
頭
」

を
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。
最
後
に
寿
獅
子
舞
を
舞

っ
て
、
参
加
者
全
員
の
頭
を
か
じ
っ
て
い
た
だ
き
、

参
加
者
は
感
動
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

　「
師
走
の
宴
」
に
ふ
さ
わ
し
く
熱
の
あ
る
演
技

は
、「
せ
ん
ぜ
も
ん
」
の
文
字
ど
お
り
身
近

4

4

で
新4

鮮4

で
温
か
み

4

4

4

の
あ
る
舞
台
と
な
り
、
一
年
を
締
め

く
く
る
に
ふ
さ
わ
し
い
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

あおぞら

   

戦
争
体
験
者
の

　
　
　
　
思
い
を
受
け
継
い
で

　
昨
年
７
月
、広
島
の
友
人
を
山
ノ

内
町
に
招
き
、被
爆
証
言
講
話
を
し

て
い
た
だ
い
た
。彼
女
は
昭
和
20
年

８
月
６
日
、14
歳
の
時
に
爆
心
地
か

ら
1.4
㎞
の
と
こ
ろ
で
被
爆
。心
身
に

深
い
傷
を
負
い
な
が
ら
も
そ
れ
を

乗
り
越
え
て
き
た
。し
か
し
こ
の
こ
と
を
誰

に
も
話
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。数
年
前
、師
事

し
て
い
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
森
英
恵
さ
ん
に
諭

さ
れ
、自
身
の
被
爆
証
言
を
話
す
決
心
を
し

た
。被
爆
体
験
者
の
年
齢
は
70
歳
代
以
上
と

高
齢
化
し
て
き
て
い
て
、直
接
会
っ
て
お
話

を
聞
け
る
機
会
も
あ
と
わ
ず
か
で
あ
る
。次

世
代
に
ど
う
核
兵
器
の
悲
惨
さ
と
平
和
へ
の

切
実
な
思
い
を
伝
え
て
い
く
べ
き
か
が
喫
緊

の
問
題
で
あ
る
。

　
私
自
身
も
子
ど
も
の
頃
、
父
か
ら
戦
争
の

話
を
聞
い
た
。
父
が
戦
争
の
話
を
す
る
の
は

酒
が
入
っ
て
い
る
と
き
だ
。
鉄
砲
の
弾
も
な

く
な
り
石
を
投
げ
て
戦
っ
た
こ
と
。
手
榴
弾

で
負
傷
し
た
こ
と
。
軍
隊
生
活
で
は
何
か
物

を
な
く
す
と
連
帯
責
任
と
し
て
徹
底
的
に
探

し
た
こ
と
等
。
い
つ
も
は
無
口
な
父
で
あ
っ

た
が
、
戦
争
の
こ
と
を
話
す
と
き
の
父
は
違

っ
て
い
た
。
そ
の
父
は
も
う
い
な
い
。

　
戦
争
を
体
験
し
て
い
な
い
私
達
は
若
い
世

代
に
何
も
語
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
で
も

新
年
に
当
た
っ
て
こ
う
思
う
。
ま
わ
り
の
人

と
の
や
り
と
り
を
う
ま
く
や
っ
て
無
難
に
一

年
を
終
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
い
い
が
、

み
ん
な
で
平
和
と
い
う
方
向
に
向
か
っ
て
語

り
合
い
、
支
え
合
っ
て
、
力
強
く
生
活
す
る

一
年
に
し
て
い
き
た
い
と
。　（

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
）
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～伝統芸能を伝える中野さん～

第
38
回
中
野
市

総
合
文
化
祭 
芸
能
祭

今
年
も
幸
わ
せ
で

　
　
　
あ
り
ま
す
よ
う
に

今年もよろしく
　　 　お願いします



　
芸
能
祭
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
幅
広
い
世
代
が
一
同
に
会
し
て
発

表
し
、
交
流
で
き
る
場
で
す
。

　
文
化
芸
術
協
会
は
、
本
市
の
文
化
芸

術
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
加
盟
を
希
望
す
る

団
体
は
、
お
気
軽
に
事
務
局
の
中
央
公

民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２

　
第
38
回
中
野
市
総
合
文
化
祭
の
芸
能

祭
が
12
月
５
日
（
日
）
、
市
民
会
館
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
芸
能
祭
は
、
文
化
芸
術
協
会

の
芸
能
部
門
の
発
表
の
場
と
し
て
、

中
央
公
民
館
と
共
催
し
て
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
24
団
体
が
出
演
し
ま
し
た
。

演
目
は
箏
曲
、
太
鼓
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
詩
舞
、
歌
謡
、

民
謡
、
舞
踊
、
落
語
、
バ
ト
ン
ト
ワ
リ

ン
グ
、
バ
レ
エ
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル

で
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
開
演
時
間
の
午
前
９
時
30
分
か
ら
参

加
者
の
熱
演
が
続
き
、
会
場
は
終
始
、

華
や
い
で
ま
し
た
。

幅
広
い
演
目
で
会
場
華
や
ぐ

第
38
回 

中
野
市
総
合
文
化
祭 

芸
能
祭

華麗なバレーの演技

懐かしい音色のハーモニカの演奏

元気いっぱいのチアリーディング

息のあった舞踊

練習の成果を発揮したバトントワリング

特集

文
化
芸
術
協
会
へ

 

加
盟
を
お
願
い
し
ま
す



★

★

★
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中
央
公
民
館
講
堂
で
、
12
月
４
日
（
土
）、
第
３

回
の
お
は
な
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in 

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｏ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
内
の
読
み
聞

か
せ
や
朗
読
の
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
お

は
な
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
☆
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
と
中
央

公
民
館
が
共
催
で
行
っ
た
も
の
で
、
当
日
は
約
80
名

が
来
場
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、「
お
は
な
し
の
旅
に
で
か
け
よ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
世
界
の
お
話
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い

ま
し
た
。
有
名
な
お
話
か
ら
は
じ
め
て
聞
く
お
話
ま

で
、
５
カ

国
の
お
話

を
発
表
し

ま
し
た
。

　
参
加
し

た
子
ど
も

達
も
す
ぐ

に
お
話
に

夢
中
に
な

り
、
親
子

で
楽
し
め

た
一
日
に

な
り
ま
し

た
。

 

熱心に耳を傾ける受講者の皆さん

特 集

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

第
３
回
お
は
な
し
フェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in 

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
開
催

　
11
月
28
日
（
日
）、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
に
て
、
オ

ペ
ラ
を
学
ぶ
会
に
よ
る
喜
歌
劇
「
こ
う
も
り
」
の
公

演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ペ
ラ
を
学
ぶ
会
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
三
年
に

渡
っ
て
行
わ
れ
た
「
な
か
の
21
市
民
講
座
・
市
民
音

楽
講
座
」
の
受
講
者
の
有
志
で
平
成
17
年
度
に
結
成

さ
れ
、
音
楽

を
よ
り
深
く
、

よ
り
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に

活
動
し
て
き

ま
し
た
。

　
今
回
、
全

３
幕
の
本
格

的
な
公
演
に

挑
戦
し
、
当

日
は
満
員
の

会
場
か
ら
笑

い
や
歓
声
が

起
こ
り
、
今

ま
で
の
学
習

の
成
果
を
十

分
に
発
表
で

き
た
公
演
と

な
り
ま
し
た
。

　
中
央
公
民
館
で
は
、11
月
11
日(

木)

、25
日(

木)

、

12
月
16
日
（
木
）
の
３
回
に
わ
た
り
、
講
師
に
湯
本

軍
一
先
生(

中
世
歴
史
研
究
者)

を
迎
え
、
平
成
22

年
度
の
歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、「
北
信
地
方(

北
部)

に
お
け
る
真
宗

の
発
展
」
を
テ
ー
マ
に
、
浄
土
真
宗
が
、
北
信
地
方

で
ど
の
よ
う
に
民
衆
に
広
ま
っ
て
き
た
か
を
室
町
時

代
か
ら
明
治
時
代
初
期
ま
で
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
た
い
へ
ん
に
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
い
た
だ
い
た
資
料
を
元
に
再
度
勉
強
し
た

い
。」
と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

オ
ペ
ラ
を
学
ぶ
会
が

喜
歌
劇
を
上
演

歴
史
講
座
開
催

すばらしい歌声が響いたステージ

楽しいお話が続きました



４

　
間
山
温
泉
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
の
東
の
山
裾

に
建
応
寺
と
い
う
修し

ゅ
げ
ん
で
ら

験
寺
が
あ
っ
た
。
伝

承
で
は
大
同
年
間
坂
上
田
村
麻
呂
の
開
基

で
、
七し

ち
ど
う
が
ら
ん

堂
伽
藍
と
塔

た
っ
ち
ゅ
う頭

十
二
坊
を

備
え
て
い
た
が
、
川
中
島
合
戦
で

焼
失
し
た
と
い
う
。

　
昭
和
五
三
年
か
ら
寺
跡
の
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
た
。
傾
斜
地
に
五
段
の
平
坦
地
を

設
け
、
寺
域
は
面
積
七
〇
〇
〇
平
方
㍍
、

北
側
に
一
〇
〇
㍍
ほ
ど
の
土
塁
が
あ
っ

た
。
中
心
の
お
堂
は
正
面
三
間ま

（
七
、八

㍍
）・
奥
行
五
間
（
一
一
、二
㍍
）
で
、
礎

石
に
直
径
三
五
㌢
㍍
の
柱
の
焼
跡
が
あ
っ

た
。
堂
の
周
囲
に
は
廻
縁
を
巡
ら
し
た
立

派
な
建
物
で
あ
る
。
ほ
か
に
二
つ
の
堂
の

礎
石
や
坊
な
ど
の
建
物
跡
、
仏
像
・
鉄
器
・

土
器
な
ど
が
発
掘
さ
れ
た
。

　
こ
の
建
応
寺
は
東
方
の
雲
井
嶽
信
仰
と

関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
雲
井
嶽
を

水
源
地
と
す
る
十
二
川
と
裾
無
瀬
川
は
、

間
山
村
の
耕
作
と
生
活
を
支
え
る
生
命
線

で
あ
る
。
そ
の
雲
井
嶽
に
宿
る
水み

く
ま
り
の
か
み

分
神
に

向
か
っ
て
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
山

裾
の
「
前
の
小
場
」
で
雨
乞
い
を
し
、
願

い
が
か
な
っ
た
お
礼
に
法
華
塔
の
碑
を
建

て
て
い
る
。
建
応
寺
は
水
分
神
に
関
係
し

た
神
社
の
別
当
寺
と
考
え
ら
れ

て
い
る
（
間
山
区
史
）。

　「
海
野
文
書
」
に
建
応
寺
の

子
細
は
戸
隠
山
本
坊
の
帳
面
に
あ
る
と
記

さ
れ
て
あ
り
、
戸
隠
神
社
と
つ
な
が
り
の

あ
る
修
験
寺
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、

飯
山
の
小
菅
神
社
の
よ
う
な
修
験
寺
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
　
　
　（
河
野
　
實
）

　
　
間
山
は
、
三
方
に
山
を
抱
え
、
北
に

北
信
五
岳
を
望
み
、
眼
下
に
中
野
市
街

を
見
渡
す
、
現
在
世
帯
数
二
二
三
戸
・

人
口
七
六
二
人
の
村
落
で
す
。
公
民
館

（
分
館
）
は
、
間
山
豊
富
神
社
境
内
に

直
礼
殿
と
併
設
す
る
木
造
入
母
屋
造
り

二
階
建
て
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
建
物

で
す
。

　
当
分
館
は
、
館
長
・
主
事
の
も
と
、
家

政
部
・
生
産
生
活
部
・
文
化
体
育
部
・
編

集
部
の
四
部
に
、
合
同
行
事
及
び
各
部
の
行

事
の
連
携
を
図
る
各
部
正
副
部
長
で
つ
く

る
総
務
委
員
会
が
あ
り
、
各
部
役
員
三
十
二

名
と
館
長
・
主
事
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
二
二
年
度
各
事
業
は
、
三
月
・
杉
の
芽

会
（
老
人
ク
ラ
ブ
）
総
会
後
援
、
五
月
・

マ
イ
箸
作
り
（
生
産
生
活
部
・
育
成
会
協

力
）、
六
月
・
部
員
研
修
会
（
区
民
参
加
）、

七
月
・
家
政
部
研
修
旅
行
（
信
州
音
楽
村

等
）、
八
月
・
夏
祭
り
、
九
月
・
敬

老
会
（
区
共
催
）、
十
月
・
区
民
運

動
会
（
文
化
体
育
部
）、
十
一
月
・

総
合
文
化
祭
等
で
し
た
。
毎
年
、
そ

の
年
の
独
自
性
を
模
索
し
な
が
ら
各

事
業
計
画
を
た
て
て
い
ま
す
。
特
に
、

館
報
は
部
員
四
名
に
館
長
・
主
事
が

加
わ
り
、年
六
回
（
毎
号
八
ペ
ー
ジ
）

発
行
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
行
事
は

も
と
よ
り
、
成
人
式
他
地
区
の
行
事
等
カ

メ
ラ
片
手
に
取
材
、
企
画
・
編
集
・
校
正

に
と
知
恵
を
出
し
合
い
発
行
、
区
民
へ
の

広
報
誌
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
区
民
の
交

流
・
精
神
的
高
揚
の
場
と
し
て
、
区
民
と

共
に
、
区
他
各
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

公
民
館
が
地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
様
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　（
分
館
長
　
鈴
木
保
雄
）

間 山 分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

雲
井
嶽
信
仰
と
建
応
寺

～みんなでラベンダー
ステックづくりを楽しみました～研修旅行

　平成２年４月２日～平成３年４月
１日生まれの方が対象となります。
　現在、市外 ･ 県外にお住まいの
方で、成人式に出席を希望される
方は、事前に中央公民館までご連
絡ください。
期日　５月４日（みどりの日）
時間　午前９時 30 分受付
　　　午前 10 時開式
会場　市民会館

中野市成人式のお知らせ 講
師
　
木
村
俊
介
さ
ん

　
　
　（
和
楽
器
奏
者･

作
曲
家
）

内
容
　
現
在
、

和
楽
器
奏
者

と
し
て
第
一

線
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
木

村
さ
ん
の
講

演
会
で
す
。

　
当
日
は
、

篠
笛
、
津
軽

三
味
線
の
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
平
成
23
年
２
月
４
日
（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　
西
部
公
民
館

日
本
の
民
俗
音
楽

西
部
公
民
館
シ
ニ
ア
大
学
公
開
講
座

講演
～
そ
の
魅
力
と

　
　
新
た
な
創
作
の
可
能
性
～
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今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http:/www.city.nakano.nagano.jp/kominkan/

中
央
公
民
館

講　座　名 日　　時 場　所 講　師 備　　　考

やしょうまづくり
～やしょうまとお楽しみ
　  メニューをつくります～

２月９日（水） 
午前10時～午後１時30分
２月12日（土） ＊親子対象
午前10時～午後１時30分

中央公民館
  料理実習室

中野市食生活
改善推進協議会
の皆さん

＜定員＞各36名
＜材料費＞300円
＜持ち物＞エプロン、三角巾
ふきん、タッパー
＜申込み＞1月18日(火)から

シニア大学公開講座
演題　鈴木牧之の
 「秋山紀行」について

２月10日（木） 
午後１時30分～
　　　　　　午後３時

中央公民館
講堂

信州大学名誉教授
滝澤 貞夫 先生

＜受講料＞無料
＜申込み＞不要
＊どなたでもお気軽にご参
加ください。

近代文学講座
 「金子みすゞ
　やさしさと悲しみと」

2月19日（土） 
午後１時30分～
　　　　　午後3時30分

中央公民館
講堂

文学研究家
堀井 正子 先生

＜受講料＞無料
＜申込み＞不要

　　　　　　　　公民館ギャラリー　　　　信墨会の書道作品展

北
部
公
民
館

高齢者大学公開講座
邦楽コンサート
”新春 邦楽のしらべ ”

１月11日（火） 
  午後1時30分～午後3時

北部公民館
研修室

ことの音会
　　　　の皆さん

＜受講料＞無料
　持ち物なし
＊申込み不要でどなたでも
　参加いただけます。

高齢者大学公開講座
クラリネットの演奏
講 演　　　　　　　　　　　

「女性も男性も仲良く」

１月18日（火） 
  午後1時30分～午後3時

北部公民館
会議室

市役所
男女共同
　　　参画推進室

高齢者大学公開講座
信州の文学を楽しむ

１月25日（火）
  午後1時30分～午後3時

北部公民館
会議室

文学研究家
堀井 正子 先生

高齢者大学公開講座
悪徳商法（振込め詐欺）
にあわないために

２月１日（火）
  午後1時30分～午後3時

北部公民館
会議室

市役所
　市民課

いきがいづくり講座
絵手紙教室　

１月20日（木）から
  毎週木曜日･全６回
午後1時30分～
　　　　　午後3時30分 

北部公民館
会議室 市川 典子 先生

＜定員＞15名
＜材料費＞１回100円程度
　　　　（はがき代）
＜持ち物＞水彩絵の具一式
　描いてみたい素材

西
部
公
民
館

やしょうまづくり講座 ２月５日（土）
  午前10時～午後１時

西部公民館
料理教室

長野県食生活改善
推進協議会顧問
原  楫 先生

＜定員＞20組
＜材料費＞200円
＜持ち物＞エプロン･三角巾
マスク
＜申込み＞1月11日(火)から

豊
田
公
民
館

素敵に
　　ウォーキング

１月25日・２月8日・22日 
 午後２時～午後3時30分 
(全3回 毎回 火曜日)

豊田公民館
２階会議室

ウォーキング
　  アドバイザー
斎藤　義人 先生

＜定員＞30名
＜受講料＞無料
＜持ち物＞運動のできる服装
運動靴、タオル、飲み物

自分史を書いて
　　　　みませんか

１月26日・２月9日・16日 
  午後２時～午後4時 
(全3回 毎回 水曜日)

豊田公民館
101 会議室

元中野市教育長
宮川 洋一 先生

＜定員＞ 10 名
＜受講料＞無料
＜持ち物＞筆記用具、
思い出のある写真１枚

笑顔のストレッチ ２月３日（木）
 午後２時～午後3時30分 

豊田公民館
２階会議室

ヴェーネレ講師
神谷 陽子 先生

＜定員＞ 25 名
＜受講料＞無料
＜持ち物＞鏡

『徒然草』を楽しむ　
ー初めての徒然草ー

２月７日（月）
  午後１時30分～
　　　　午後3時30分 

豊田公民館
２階会議室

文学研究家
堀井 正子 先生

＜定員＞ 50 名
＜受講料＞無料
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印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

季節のコラム
　
田
植
え
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
水
田
か
ら
子
ど
も

た
ち
の
歓
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　
は
じ
め
は
足
を
入
れ
る
こ
と
に
さ
え
戸
惑
っ
て
い

た
子
ど
も
た
ち
。
　

　
ヌ
ル
ヌ
ル
と
し
た
泥
の
感
触
に
す
ぐ
に
な
れ
て
く

る
と
、
カ
エ
ル
や
ア
メ
ン
ボ
を
追
い
か
け
る
こ
と
に

夢
中
だ
。

　
こ
の
水
田
は
、
毎
年
有
志
の
方
が
田
起
し
か
ら
収

穫
ま
で
段
取
り
し
て
下
さ
っ
て
い
る
も
の
だ
。

　
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
夢
中
で
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
。

　
子
ど
も
ら
を
見
つ
め
る
目
は
い
つ
も
温
か
さ
を
た

た
え
て
い
る
。

　
公
民
館
事
業
は
、
こ
う
し
た
方
々
の
協
力
な
し
で

は
成
り
立
た
な
い
。

　
感
謝
で
あ
る
。

　
今
年
も
感
謝
の
気
持
ち
で
新
し
い
年
を
迎
え
た
。

花と季節の写真 募　  集
　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市
内
の

花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未
発
表
写
真

に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ

も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未
加

工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影
場

所
、
花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。
匿
名

希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
下

さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。
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中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@
city.nakano.

nagano.jp

宛　先

晩秋／栗和田（月岡尚雄）

サザンカ／自宅（月岡尚雄）

感
謝
の
思
い
を
こ
め
て

冬構え／高野辰之記念館（ちから）


